目次 および 提出文書一覧（有機農産物・有機飼料）
	ページ
	文書No.
	文書名
	注 意 事 項
	自己
確認欄

	４
	A
	認定申請書
	
	

	５
	A①
	圃場及び施設のリスト
	圃場の名称は、圃場を特定するものなので、同一名を重複して使用しない
正確な住所を登記簿などで確認し、番地まで記載する
	

	６
	A②
	圃場及び施設所在地図
	市販地図利用可(鳥瞰的な地図)
	

	７
	A③
	圃場見取図
	拡大図で周辺状況をわかりやすく
	

	８
	A④
	施設見取図
	肥料置場、農機具置場、育苗施設（戸外を含む）、包装・出荷場所（格付場所）、貯蔵・冷蔵施設等
	

	９
	A⑤
	圃場の生産履歴書
	
	

	１０
	A⑥
	担当者履歴書
	
	

	１１
～
１２
	A⑦
	内部規程（項目表示）
	書式は自由ですが、ＷＯＣＡのサンプルを参照し、必要事項をもれなく記入してください

規程に付属する文書として記録書式の提出が必要です

（※参照）
	

	１３
	A⑧
	格付規程（項目表示）
	同上
	

	１５
	A１
	年間生産計画送付書
	生産計画書をＷＯＣＡに送るときに使います
	

	１６
	A２
	認定事項変更申請書
	認定事項を変更するときに使います
	

	１７
	A３
	年間格付実績報告書
	格付後、実績をＷＯＣAに報告するとき使います
	

	１８
	A４
	資材類の証明書
	「適合性評価済み資材リスト」にない資材を使用するときは、ご自分でメーカーから取り寄せてください
	

	１９
	A５
	種苗に関する証明
	種子袋に無消毒であることが掲載されている場合はそのコピーでも可
	


※申請時に提出する書類（AおよびA①～A⑧）、報告・変更時等に提出する書類（A１～A5）
※書式のサンプルについては、当協会までお問合せください。
※必要に応じ、コピーを手元に保管してください。
	前記の他、提出していただきたい文書

○年間生産計画書（WOCAに書式サンプルあり）

○投入資材リスト：使用する資材名（堆肥、肥料、土壌改良剤等の一覧表。自家製堆肥を使う場合は原材料名の記載もしてください。WOCAに書式サンプルあり）

○農薬情報：農薬を使用する場合、農薬の証明書は不要ですが、農薬に固有の商品名がついている場合は、それが有機JAS規格別表２に該当することがわかるチラシや説明書を添付してください。

○以下の記録用紙の書式一式をご提出ください。

　①生産行程管理記録（土づくり、播種・植え付けから収穫までを記録できる用紙）

　②機械・器具の清掃・洗浄記録（①の中に書き込めるのならそれでもよい）

　③調整記録（稲作の場合は、収穫後モミすり・乾燥記録／柿の脱渋記録／キウイのエチレン処理記録などが該当します。伝票に記録される場合は伝票の写しでも結構です）

　④格付記録（生産行程の検査、包装が記録できる用紙）

　⑤有機JASシール枚数管理記録（シールの使用数と在庫管理ができる用紙）

　⑥その他貯蔵期間が長期にわたる農産物の場合は在庫管理記録

　⑦格付不適合処分記録

　⑧クレーム処理記録

①④⑤⑦⑧についてはWOCAに書式サンプルがありますので、必要な方はご連絡ください。

※有機認証はシステム認証ですので、認定に必要な情報を常時記録でき、閲覧に供することができるというシステムが構築されていることが求められます。その意味で記録の書式類の作成をお願いします。

［備考］※準備できなかった文書がある場合、文書名と準備できなかった理由をご記入ください



　有機農産物生産行程管理者認定申請書

　　NPO和歌山有機認証協会指定　書式集

　 （Ａ書式：申請時提出書類書式）

2015年10月30日　発行版（新）

別紙様式１－Ａ

認　定　申　請　書
受付番号　　　　　　　　　　

　　　　年　　　月　　　日　

特定非営利活動法人

和歌山有機認証協会理事長様

農林物資の規格化等に関する法律に基づき、（有機農産物・有機飼料）についての生産行程管理者の認定を受けたいので、貴協会が定める書類を添えて下記の通り申請いたします。
（１）申請者の氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　(団体の場合)代表者名　　　　　　　　　　　　連絡担当者名　　　　　　　　　　　　

　　　住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　電話　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　e-mail　　　　　　　　　　　　　

（２）認定に係る農林物資の種類　：　有機農産物　・　有機飼料　　　　　　　　　　　　　
（３）（２）の農林物資の名称　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

（４）（２）の農林物資を生産又は保管する施設　：　別紙圃場図及び施設図の通り　　　　　
（５）生産行程の管理又は把握の実施方法　：　別紙内部規程の通り　　　　　　　　　　　　

（６）格付の実施方法　：　別紙格付規程の通り　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

（７）生産行程の管理又は格付を担当する者　：　別紙履歴書の通り　　　　　　　　　　　　

（8） 添付書類（申請時に提出する書類）
①認定同意書　②圃場及び施設のリスト　③圃場及び施設の所在地図　④圃場見取図
　　⑤施設見取図　⑥圃場の生産履歴書　⑦担当者履歴書　⑧内部規程　⑨格付規程

申請時添付書類＝Ａ①
　　　　　　　　圃場及び施設のリスト（グループの場合は生産者ごとに記入）

　　年　　月　　日　
	生産者の氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年齢　　　　　　　）

	住　所
	

	T E L
	

	並行生産の状況
	無・有　（有機以外の栽培方法による栽培面積　　　　　　　a）


　　並行生産＝同じ生産者が同じ作物を有機とそれ以外の栽培方法（特栽を含む）で同時に生産すること

　　　認定対象生産圃場　　（Noは１．2．3・・・の通し番号を記入）

	圃場No.
	圃場の
名称
	区分
	面積（a）
	作物名
	収穫量
	所在地 （地番まで記入）

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	

	
	
	有機 ・ 転換
	
	
	
	


	施設No.
	施設の

名称
	面積（㎡）
	使用目的
	所在地 （地番まで記入）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


有機栽培に使用する施設や倉庫が複数ある場合、すべて記入してください。（外注委託先を含む）

非有機作物の作付け面積と収穫量　

	No.
	名称
	区分
	面積（a）
	作物名
	収穫量
	所在地

	
	
	非有機
	
	
	
	

	
	
	非有機
	
	
	
	

	
	
	非有機
	
	
	
	

	
	
	非有機
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


申請時添付書類＝Ａ②　　　　　　　　
認定対象圃場及び施設の所在地図
	申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産者名

	対象圃場の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象施設の数

	


　　　以下の内容が示せるものであれば、市販地図などのコピーの貼り付けも可
１）判りやすい目印からの道順を記入ください。

２）圃場・倉庫・育苗施設等の名称と番号は、「②-圃場及び施設のリスト」と同じものを
記入してください。

３）付近に工場・ゴルフ場・焼却施設・産業廃棄物置場などがある場合は、必ず記入してください。
申請時添付書類＝Ａ③　　　　　　　　

　認定対象圃場の見取図

　　（申請圃場一箇所ごとに一枚作成してください）

	申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　　生産者名　　　　　　　　　　　　　　　　対象作物

	圃場No.　　　　　圃場の名称　　　　　　　　圃場の所在地（地番まで記入）　　　　　　　　　　面積（a）


	圃場の概況　（土壌の性質・水はけ・日当たり・果樹など永年作物の場合は本数・樹齢など）

	

	１）境界の幅
（あぜ、道路など）
	

	２）飛来防止の処置
	

	３）隣接地とその高低差
	

	４）圃場の傾斜度
	

	５）緩衝地帯の幅
	

	６）用水と汚染防止措置
	


　隣接地の使用状況についても具体的に記入して下さい。

申請時添付書類＝Ａ④　　　　　　　　
　認定対象施設見取図

	申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　　生産者名　　　　　　　　　　　　　　　　対象作物

	施設No.　　　　施設の名称　　　　　　　施設の所在地（地番まで記入）　　　　　　　　　　　　面積（a）


	施設の使用目的

	

	１）隣接地の使用状況
	

	２）境界の幅
	

	３）飛来防止の処置
	

	４）有機関連の専用置場
	


　施設の入り口や窓・設備や機械器具の置場の位置などについて具体的に記入

申請時添付書類＝Ａ⑤　　　　　　　　
　認定対象圃場の生産履歴書
圃場ごとに記入が原則ですが、同じ作物で生産履歴が同様であれば作物ごとでも可

	申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産者

	圃場No.　　　　　　　　圃場の名称　　　　　　　　面積　　　　　　　　　　　　　　　作物名



	　　　　　　　　　　年度　　　　生産した農産物の名称：

	使用した資材類

	肥料・堆肥･土壌改良資材等
	殺菌・殺虫剤等
	その他の資材

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　　　　　　　　　　年度　　　　生産した農産物の名称：

	使用した資材類

	肥料・堆肥･土壌改良資材等
	殺菌・殺虫剤等
	その他の資材

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　　　　　　　　　　年度　　　　生産した農産物の名称：

	使用した資材類

	肥料・堆肥･土壌改良資材等
	殺菌・殺虫剤等
	その他の資材

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	最後に「有機農産物の日本農林規格」不適合の資材を使用した年月日とその資材名
年　　　月　　　日に　　　　　　　　　　　　　　を使用


	＊上記の不適合資材の使用をやめた時点で、その圃場で栽培している作物（野菜の場合）が
あった場合には、その作物名と収穫の最終日を以下に記入すること。

作物名　　　　　　　　　　　　　　　　　　収穫の最終日　　　　年　　　月　　　日


申請時添付書類＝Ａ⑥　　　　　　　　
　担　当　者　履　歴　書
　　　　　　　　　（生産者は自動的に生産行程管理担当者になりますので、全員が提出してください）
年　　　月　　　日　現在

	該当する役割に○印
	Ａ　　生産行程管理担当者　　　　　　　　Ｂ　　生産行程管理責任者

Ｃ　　格付担当者　　　　　　　　　　　　　　Ｄ　　格付責任者

	ふりがな
	

	
	　　　　　　　年　　　月　　　　日生　　（満 　　　 歳）

	
	男　・　女

	現住所　 　　　〒
	電話

	勤務先
	役職名



	勤務先住所　 〒
	電話

	学　　　　歴

（特に大学で農業生産関係の科目を履修した場合は具体的に記述）

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月　
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	農業に関する職歴

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月　
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	　　　年　　月　　～　　　　　年　　月
	

	農業生産またはその指導・調査・試験研究に携った期間の合計年数＝（　　　　　）年

	登録認定機関が開く講習会の受講状況（修了の場合は修了証のコピーを添付）

	　Ａ　　　　年　　　月　　　　日修了　　　講習会の名称：

	主催団体：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修了証番号：

	　Ｂ　　　　年　　　月　　　　日に受講予定


申請時添付書類＝Ａ⑦
○○農園　内部規程

作物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本規程（策定日・改訂日）　　　 年　　月　　日

	項　目
	管理方法、手順

	圃場または採取場に関する事項

	(周辺から使用禁止資材が飛来し、または流入するのを防止する措置）
(用水に使用禁止資材が混入するのを防止する措置、汚染を浄化する措置）

(転換期間中の場合の期間満了年月日）



	種苗に関する事項

	(使用する種苗の入手方法)

(育苗場所)

(育苗方法、用土、水、定植前の肥培管理、防除方法、識別管理方法等)


	圃場の肥培管理
	(農産物残さに由来する堆肥の施用、自家配合の場合は原材料名）

(圃場とその周辺に生息・生育する生物の機能の活用)
(外部からの導入資材＝肥料・土壌改良資材・その他の資材）



	有害動植物の防除
	(基本となる防除方法）

　＊耕種的防除→

　＊物理的防除→

　＊生物的防除→

(上記防除では対応不能な危険が急迫したとき）



	一般管理
	(堆肥・肥料・土壌改良資材・農薬以外のもので土壌又は植物に施す資材)

 

	生産に使用する

機械、器具
	(使用機械、器具の種類・専用／共用の区別）

(機械・器具の清掃・洗浄方法）



	収穫、輸送、選別

調整、洗浄、貯蔵

包装その他の工程
	※非有機農産物の混入・汚染防止方法を明記のこと

(収穫工程にかかる管理) 
(圃場から集荷場所までの輸送工程にかかる管理)
(選別工程にかかる管理)
(調整工程にかかる管理）

(農産物の洗浄工程にかかる管理）

(貯蔵工程にかかる管理)
(包装工程にかかる管理)



	外注する工程
	(外注先と外注内容)


	施設の清掃、

及び防虫防鼠管理


	(施設内の清掃方法）
(施設内の防虫防鼠管理方法／自社管理か外注管理か）

(施設内で薬品を使用する場合の使用方法と残留防止方法)


	苦情処理について


	（責任者）

（対処方法、記録）



	記録の作成と保存


	(使用する記録名、帳票名)
(それらの保存期間）



	年間生産計画の

策定と通知
	(策定時期)
(通知方法)

	内部規程の見直しと周知
	(見直し時期）

(従業員への周知方法)



	認定機関への

便宜供与


	


申請時添付書類＝Ａ⑧
○○農園　格付規程

作物名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本規程（策定日・改訂日）　　　年　　月　　日

	項　目
	管理方法、手順

	格付単位

	(格付を行う生産荷口について)


	格付を行う場所と
格付のタイミング


	(格付場所)
(タイミング)



	生産行程の検査方法

	(生産行程管理記録等で確認する事項）
(当該管理記録が当該生産荷口のものであることの確認)

(生産の方法が有機ＪＡＳ規格に適合するか否かの確認)


	格付の表示
	(有機ＪＡＳマークの表示方法)
(転換期間中である場合の表記方法）



	格付後の荷口の

出荷について


	(格付後の荷口の保管について)
(出荷方法について)

	格付後の荷口の

処分について


	(格付後出荷までの保管中に不適合を生じた場合の処分について)
(包装容器に表示された有機JASマークの処分について）



	記録の作成・保存


	(格付に関する記録名と保存期間)

	認定機関への
便宜供与


	


有機農産物生産行程管理者

NPO和歌山有機認証協会への報告書様式集

2015年10月30日 発行版

発行者：特定非営利活動法人　和歌山有機認証協会

様式－A1
　　　　　年　　　月　　　日

和歌山有機認証協会

理事長 小林 民憲　殿

認定事業者名

代表者名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産行程管理責任者名

年　間　生　産　計　画　送　付　書
　農林物資の規格化等に関する法律及び認定事業者において策定した内部規程の定めに
基づき、以下の機会を設け別紙の通り年間生産計画を定めましたので、送付いたします。
１、年間生産計画を策定した日

年　　　　月　　　　日

２、年間生産計画を策定した場（会合の名称等）

３、添付文書

別紙作成の年間生産計画書

様式－A２

　　　　　年　　　月　　　日

和歌山有機認証協会

理事長 小林 民憲　殿

申請者名

住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名

認  定  事  項  変  更  申  請  書
　農林物資の規格化等に関する法律に基づき貴協会より認定を受けた内容について、
以下のように変更のうえ改めて認定を受けたいので、これに必要な書類を添えて申請します。　　　　　　　　　　　

１、変更事項

２、変更前、変更後の内容

３、変更の理由

４、添付する書類

（書ききれない場合は別紙に記載し添付のこと）

様式－A３

年間の格付実績報告書

格付をおこなった期間：　      　　　年　　月　　日   ～　     　年　　月　　日              

認定生産行程管理者名：                               認定番号：                              

格付責任者名：                                  TEL：                                      

格付をおこなった農林物資の量

	品　目
	　　格付表示単位（kg又はＬ）
	個数
	格付(表示)量(kg又はL)

	（記入例）
	10kgダンボール箱
	150
	1,500kg

	みかん
	1kg袋
	300
	300kg

	計
	
	
	1,800kg

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	
	
	


＊格付品目ごとに合計格付量（kg又はＬ＝リットル）を記入してください。

＊前年４月１日から当年３月３１日の間に格付をおこなった農林物資の量を、上記要領でまとめ、
当年５月３１日までに以下へ提出してください。

　　　ＮＰＯ和歌山有機認証協会　〒641-0014　和歌山市毛見996-2

様式－A４

年　　月　　日

特定非営利活動法人　　和歌山有機認証協会　殿
製造者名

住　　所

　　　　　　　　　　　　　　     代表者名　　　　     　　　　　　　　印

有機栽培に使用する資材類の証明書

（肥料等で副産物材料を使用している場合はその証明を別途添付してください）

	下記の資材について、原材料及び最終製品への、

化学的合成物質の混入、添加、残留のない事を証明いたします。

	資材の種類及び名称



	原材料の種類、名称



	製造または加工の方法（具体的な製造プロセスを明記、製造フロー図がある場合は添付のこと）


	成分と成分別主原料（肥料の場合はＮ・Ｐ・Ｋ・その他）



	有機農産物の日本農林規格　別表１もしくは別表２の　どの項目に該当するか



	製造又は生産の責任者（問合せ担当者）

氏名：                       連絡先：



	協会使用欄

整理番号




様式－A５

　　　　　　　　　　　年　　月　　日

特定非営利活動法人　　和歌山有機認証協会　殿

有機栽培用種苗に関する証明
	種苗の種類及び名称　　　　　（種類は種子・苗木・台木などが判るように記入してください）



	種苗の生産年及び原産地

生産年月：                                    原産地：

	販売先（販売店名～生産者名）

販売店名：                             →     生産者名：

	種苗の条件（該当項目にチェック）

　　　□　この種苗には化学的処理を施していません。

　　　□　この種苗には化学的処理を施しました。

　　　　　　　処理方法及び使用薬剤名

　　　　　　　処理をしなければならなかった理由

□　この種苗は組換えＤＮＡ技術を用いたものではありません。

（有機ＪＡＳ規格で義務付けられているため、必ずチェックしてください。）

	　上記を証明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

種苗会社名

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

責任者（問い合わせ担当者）
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